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震災復興に地域スポーツクラブが果たす役割に関する研究
～宮城県沿岸地域の事例を通して～
佐藤　浩一　　馬場　宏輝
Research on the role executed by community sports club
for disaster reconstruction
− Case Study of the coastal areas in Miyagi −
Koichi Sato Hiroki Baba
The damage caused by the Great East Japan Earthquake which occurred on March 11,
2011 was serious. Though there was serious damage, the community sports club on the
coastal areas in Miyagi overcame the disaster situation, and was working muscularly for
revival of the area.
I investigate the present condition of the sports club of the area of coastal areas in Miyagi,
and people who work at a club consider what and get to know what they have done in
what kind of feeling, the purpose of this research is to verify about the following. 
‑ Existence value of a community sports club 
‑ The role of those who work in a local sports club 
‑ The meaning which a sport achieves
The method of research is to do an interview in the disaster area, in order to clarify the re‑
search purpose. The interview area was made into four areas in Yamamoto Cho, Ishinomaki
City, Shichigahama Cho, and Kesennuma City which are the coastal areas in Miyagi.
The interview of these four areas showed the following things. It turned out that it becomes
what it every‑day‑ized soon because a club continues sporting activities, and a conﬁdential
relation is built by continuing contact and exchange with a local resident, and it exists
through the activity as a local infrastructure which brings forth the virtuous circle cycle
needed from the area.
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Ⅰ．はじめに
2011年（平成 23年）3月 11日に発生した
東日本大震災（以下、「大震災」と呼ぶ）で
は、未曾有の大きな被害をもたらした。被災
地域が１日でも早く復旧・復興し、将来も
持続的な発展を遂げるためには、2012年
（平成 24年）3月に策定されたスポーツ基
本計画の第 1章で「我が国の社会が将来も
持続的な発展を遂げるためには、人々が深
い絆で結ばれた地域社会が健在であり続
け、そこでは、次代を担う青少年が、他者と
の協同や公正さと規律を学びながら健全に
育つとともに、人々が健康に長寿を享受で
きる社会を実現することが必要であると考
えられる」とあるように、人々が深い絆で結
ばれた地域社会を実現することが必要であ
ると考えられる。
一方で、「深い絆で結ばれた地域社会」の
実現の場面においてスポーツが果たす役割
は何か（この論文において“スポーツ”とは、
競技スポーツ、レクリエーションやニュー
スポーツ、缶けりや鬼ごっこのような遊び
など広義の運動を指す）。2011年（平成 23
年）6月に制定されたスポーツ基本法の前
文では「スポーツは、人と人との交流及び地
域と地域との交流を促進し、地域の一体感
や活力を醸成するものであり、人間関係の
希薄化等の問題を抱える地域社会の再生に
寄与するものである」としている。
しかし、現実に大震災の被災地において、
スポーツそのものが復興のために大きな貢
献と役割を果たしているのか、また果たせ
るのかについては未知の段階である。過去
に発生した阪神大震災や新潟地震などの復
興事例においても、スポーツの意義や意味、
スポーツの組織的な活動に対して検証を行
っている研究は少ない。また、スポーツ基本
計画の第 1章で「被災地でのスポーツによ
る被災者や避難者を元気づける取組からも
分かるように、スポーツは、状況や社会を変
える大きな力を持つもの」とあるように、大
震災直後から“被災者や避難者を元気づけ
る取組”は、被災地のみならず全国各地で数
多く行われてきている。しかし、そうした一
過性のスポーツイベントが、実際に状況や
社会を変える大きな力をもつものかどうか
も疑問の残るところである。
今回、被災地で活動している地域スポー
ツクラブとの交流の機会（IIIで詳細を述べ
る）を得ることができた中で、地域スポーツ
クラブがスポーツのみならず、スポーツ以
外の活動でも“被災者や避難者を元気づけ
る取組”を行っていることを知り、地域スポ
ーツクラブがどのような活動しているのか
に興味を覚えた。そこで彼らが、何を考え、
何のために活動をしているのか、そしてそ
の活動を通して、地域スポーツクラブその
ものの存在が地域社会に与える影響や役割
は何なのかを解明するために、被災地にお
ける地域スポーツクラブで活動する人にじ
っくりとインタビューをしてみたいと思っ
た。
Ⅱ．研究の目的
「深い絆で結ばれた地域社会」におけるス
ポーツ活動の担い手の一つに総合型地域ス
ポーツクラブ（以下「総合型クラブ」）があ
る。我が国の総合型クラブは、1995年（平
成 7年）に文部省（現文部科学省）が総合型
クラブ育成モデル事業を開始してから、全
国各地に次々に創設されている。その背景
には、スポーツ振興基本計画（2000年（平
成 12年））で「国民の誰もが生涯にわたりス
ポーツに親しむことができる生涯スポーツ
社会を実現するためには、多世代、多様な技
術・技能レベルに属し、多様な興味・関心
を有する者が参加できる地域スポーツクラ
ブの育成が必要である」とあるように、全国
各地で、その必要性が少しずつ認識され浸
透していっているからと考えられる。それ
ら期待される効果として、具体的には表 II
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1に示される様に様々であるが、総合型ク
ラブが果たして本当にこれらの期待される
効果を発揮してこられたのだろうか。
今回、大震災の様な甚大な被害がありな
がらも、その後、被災状況を乗り越え、地域
の復興のために、たくましく活動する宮城
県沿岸部の総合型クラブの活動（または地
域の小集団活動）を目の当たりにしてきた。
そこで本研究では宮城県沿岸部の総合型ク
ラブの現状を調査し、クラブで働く人たち
が何を考え、どんな気持ちで、何をしてきた
かを知ることによって、
・地域スポーツクラブの存在価値
・地域スポーツクラブで働く人の役割
・スポーツが果たす意味
について検証することを目的とする。
Ⅲ．被災地支援事業
1．被災地支援事業の紹介
大震災のスポーツによる復興支援活動に
ついて、文部科学省が行う復興事業に関わ
る機会を得ることができた。以下にその概
要を紹介する。
（1）文部科学省からの委託
2011年度（平成 23年度）の第 3次補正予
算で、文部科学省は「学びを通じた被災地の
地域コミュニティ再生支援事業（スポー
ツ・レクリエーション活動の支援）」（以後、
被災地支援事業と呼ぶ）という復興事業の
公募を行った。対象は岩手県、宮城県、福島
県の被災 3県で、宮城県では仙台大学を中
心とし、宮城県教育委員会、宮城県体育協
会、宮城県レクリエーション協会が実行委
員会を組織し、文部科学省からの委託事業
として、事業運営することになった。尚、事
務局は仙台大学に設置した。筆者は事務局
で、被災地域の経費処理や相談窓口として、
この事業に関わり合いを持つことになっ
た。
（2）宮城県の対象地域
宮城県実行委員会における被災地支援事
業の対象地域は表 III 1の通り 11地区 12
団体となっている。
2．被災地における問題点
この事業で支援対象の各被災地を度々訪
問し、各地域のスポーツ関係者と事業の打
ち合わせをする中で、被災地域に共通する
問題点が浮き彫りになった（表 III 2）。その
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中でも「問題の重大性」で“大”と考えられる
項目は、「ヒト（参加者）」と「モノ（場所）」
であった。
Ⅳ．先行研究
本研究では、「震災からの復興」にスポー
ツクラブが果たす役割について検証するも
のであるため、「震災」「復興」「スポーツ」「支
援」「総合型クラブ」「阪神大震災」「コミュ
ニケーション」といったキーワードを組み
合わせた形で文献検索を行った。その一覧
を表 IV 1に示す。
Ⅴ．研究方法
本研究の目的を明らかにするためには、
実際に被災地の現場で、被災した住民と直
接向き合い、活動を継続しているクラブ関
係者の考えと行動を理解する必要がある。
今回、2011年度、2012年度の文部科学省の
被災地支援事業を通して、宮城県沿岸部の
地域スポーツクラブやスポーツ団体と緊密
な関係を築くことが出来たこともあり、彼
らに直接インタビューを行い、その内容を
整理し、その内容から考察し結論を導き出
すこととする。
1．インタビュー項目
インタビュー項目としては、前述の表 II 1
総合型クラブの設立に期待される効果、III
2 被災地における問題 と IV先行研究 から
導き出すことにした（図 V 1）。
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2．インタビュー地域
インタビュー地域は、以下の理由で選択
した。
・大震災で地震／津波被害が大きかった地
域
・被災地支援事業で支援している地域
・クラブの規模や活動に特徴があること
Ⅵ．インタビュー結果
主なインタビュー結果を下記に示す。
・震災直後からエコノミークラス症候群対
策の健康体操ボランティアを行い、当初
はその活動が理解されなかったが、続け
ることで理解を得られるようになった
（山元町）
・日頃の健康体操で筋力をつけていたこと
で、津波で流されながらも、自分や家族の
命を守る事ができた（山元町）
・活動場所も無い状況で、子供たちのため
に場所を確保し、スポーツ環境を提供し
た（石巻市）
・子供の個々のレベルに合わせたスポーツ
指導をしている（石巻市）
・震災後、ライフラインもままならない状
況にも関わらず、更新手続きをしたいと
いう会員の声で活動再開を決めた（七ヶ
浜町）
・震災前からの指定管理業務の功績によ
り、震災後、町から仮設管理の業務を委託
された（七ヶ浜町）
・震災の影響でスポーツ少年団の活動がで
きなくなった子供達の受け皿となれた
（七ヶ浜町）
・“見廻り隊”を結成し、地域の防犯対策に
貢献している（気仙沼市）
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・震災直後のグランドゴルフ大会で優勝し
た被災者から活動できた喜びの声をきく
ことができた。彼らに活動の場を提供で
きた（気仙沼市）
・震災で活動を停止したスポーツ少年団の
子供達の受け皿となれた（気仙沼市）
Ⅶ．考察
1．継続の意識
今回の 4地域へのインタビューを通し
て、同じ質問について、共通する回答があっ
た。その質問は「震災直後、クラブあるいは
活動を”辞めよう”とは思わなかったか？」
というものである。今回の地震と津波被害
は多くの犠牲をもたらした大震災であるこ
とから、被災地に深い悲しみと落胆をもた
らし、生き残った多くの人はやる気や元気
を失った。そんな状況であっただけに、クラ
ブで活動している人達にも“辞めよう”と思
う人がいてもおかしくはないと思った。し
かし、彼らにとって「辞める」は選択肢の一
つですらなかった。彼らに共通していたの
は、そんな考え方や行動が“やらねばならな
い”といった使命感のようなものではなく、
ごく自然な“日常の延長”だったことであ
り、クラブで活動しているスタッフがその
考えを共有できていたことである。
2．地域との絆
インタビュー中、常にどの地域のインタ
ビューイからも感じられたことがある。そ
れは彼らの活動の原動力が”地域のため”だ
ということである。結局、全ての活動は”地
域のため”のものであり、そしてそれらの活
動が自己満足や親切の押し売りといった独
りよがりのものは無かった。つまり彼らは”
地域の声”を常に吸い上げており、その”地
域の声”を活動の原点としていた。それは
日々の活動の中で、彼らが”顔の見える”位
置で、地域住民と接し、会話を交わす中で、”
地域の声”を拾い、それを活動に結びつけて
いっている証拠ではないか。”顔の見える”
関係はそうした日々の積み重ねにより築か
れていくものであり、そうした地域住民と
の「絆」が構築されているからこそ、できる
ことなのではないかと思われる。
3．支える人の存在
Ｋ氏（気仙沼市）にインタビュー中、その
場に居合わせた事務局のＦ氏も「辞めよう
と思わなかった」と答えた。Ｆ氏は震災の影
響で職を失くしており、他人事では済まな
い状況だったにも関わらず、ボランティア
にも等しいクラブの活動を辞めようとは思
わなかったのだ。また、Ｎ氏（七ヶ浜町）は
「震災時支えてくれた人がいたか？」の質問
に、一番支えてくれた人として、クラブマネ
ージャのＩ氏と答えた。Ｉ氏は津波被害で
自宅が全壊し、自分自身も明日をも知れな
い状況だったにも関わらず、自分の事より
もクラブや地域のことを優先に真剣に考え
てくれた人だった。
つまり、リーダー的存在のＫ氏やＮ氏は、
そういった人達に囲まれ、支えられていた
ということではないかと思う。
またＭ氏（石巻市）にしても、震災後、石
巻市でスポーツを問わず様々な復興イベン
トを企画し、それを実現してきた。Ｍ氏の意
図をくみ取り、協力してくれる人がＭ氏の
周りには存在している。そのことは活動を
続けるＭ氏の心強い支えとなっていること
は間違いないだろう。
Ⅷ．結論
1．クラブにとっての継続の意味
今回インタビューした地域では、大震災
で大きな被害を受けたにも関わらず、“継
続”して活動できている。彼らに“辞める”と
いう選択肢が最初から全く頭に無かったと
いうこと、何か「地域の為に、自分たちので
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きることをすること」が「当たり前の事」で
あり、その思考や行動に背伸びや力みが無
い。そのことは、彼らのクラブの活動が、震
災前から「日常化」していることを裏付けて
いる。山元町の“エコノミークラス症候群対
策の運動指導ボランティア”、石巻市の“子
どものスポーツの場所づくり”、七ヶ浜町の
“町の給水活動ボランティア”など、大震災
のような大災害発生直後で地域が混乱して
いる状況でも、やるべきことは「地域の為
に、自分たちのできることをすること」であ
り、それは「当たり前の事」であり、「日常
化」している活動の“延長上”に過ぎず、思考
や行動にぶれが無い。震災発生直後から約
１年半過ぎた現在でも、時の経過とともに
「地域の為に、自分たちのできることをする
こと」は本来のスポーツクラブの活動に戻
りつつあるが、基本的なスタンスに変化は
無い。逆の見方をすれば、震災発生以前から
その活動が「日常化」しているからこそスム
ーズにできたことではないか。だからこそ、
その活動は「日常化」し「当たり前の事」で
なければ、“継続”は困難であり、活動が「日
常化」し「当たり前の事」としているクラブ
は、活動を“継続”できていると考えられる。
2．クラブにとっての信頼の意味
被災地支援事業でわかった問題点（III 2）
の中で“コミュニティーの崩壊”を挙げた
が、各地域が問題視していたのは、特に高齢
者に多い“引きこもり”であり、その解消に
苦慮していた。おそらくそれは、“引きこも
り”の先に“孤独死”がある事を想定している
からではないだろうか。実際に、大震災の被
災者が入居する岩手、宮城、福島３県の仮設
住宅で、“孤独死”した人は、2012年 5月末段
階で 33人にのぼる（毎日新聞社ニュースサ
イト毎日ｊｐ より：2012年 6月 25日）。そ
の中の 22人は、震災後 1年以内（2012年 3
月 10日以前）に亡くなった。つまり残りの
11人は、わずか 3ヶ月弱の期間で亡くなっ
ている。これは、震災直後 1年目より倍以上
のペースである。“孤独死”に関しては、2年
目の方が深刻な状況を招いている。この傾
向は、1995年に発生した阪神大震災でも同
じ状況であった。
総合型クラブや NPOが行っている“コミ
ュニティーづくり”は、単なる“楽しくみん
なが集まる場づくり”という意味合いだけ
ではなく、“人間の命を守る“という意味合
いもある大切で重要な活動であり、重い役
割の一端を担っている活動ということにな
るのではないだろうか。
アクアゆめクラブでの仮設管理では“孤
独死”は今のところなく、クラブでも今後も
油断はできないとしているが、こうした人
の“命”を守る重要な仕事を委託されるの
も、普段からのクラブの活動が、地域に対す
る貢献があったとして認められ、地域から
の「信頼」を勝ち得たことによるものと思わ
れる。同じように、なんでもエンジョイ面瀬
クラブでの学校施設開放モデル事業の委
託、小学校や PTAとの連携、ホップ・ステ
ップに対する行政からの健康教室の指導者
依頼、石巻スポーツ振興サポートセンター
では、独自に企画した復興支援活動に対し
て 700万円の寄付金が集まった。これらは
すべて各クラブが勝ち得た地域からの「信
頼」であり、「日常化」した通常の活動の成
果だと考えられる。
3．クラブにとってのスポーツ活動の意味
「日常化」し「当たり前の事」として地域
スポーツクラブの活動を「継続」できている
のは何故か。それはスポーツを活動の原点
にして、楽しい活動の場としているからで
はないかと思う。例えば高齢者にとって、健
康維持は本来辛いものであるが、ホップ・
ステップが指導する健康運動教室には“笑
い”が絶えないという。“笑い”が絶えない場
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所は、誰にとっても楽しい場所である。石巻
スポーツ振興サポートセンターの様に、ス
ポーツが苦手な子どもでも、自分のレベル
にあった指導を受け、自分の物差しでレベ
ルアップを計れたら、本人には楽しくもあ
り嬉しい体験ができたことになる。いずれ
の場合も何度でもまた来たくなる、また、も
う 1回来てみようとなる。それが「日常化」
への第一歩であり、「継続」への第一歩であ
る。指導者側の立場からも参加者が、ホッ
プ・ステップの事例のように、「楽しいから
また来たい」「日頃の体操のおかげで津波か
ら身を守れた」などの参加者の声があれば、
指導のしがいがあり、もっと楽しく、またも
っと向上できるようにと指導に張り合いも
出てくる。そういった相乗効果によって、
「日常化」できてきたことが、今日大震災が
あったにもかかわらず、活動を続けられて
いる大きな要因になっていると思われる。
Ⅸ．まとめ
1．地域スポーツクラブの存在価値
今回インタビューした地域の地域スポー
ツクラブ（及びスポーツ団体）は、地域に根
差し、地域での活動を継続することで（VIII
1）、地域との絆を構築し（VII 2）、その結果、
地域からの信頼を獲得できていた（VIII 2）。
このことは地域の社会インフラの１つとし
ての役割を果たしていることに他ならない
と思われる。アクアゆめクラブの仮設管理
委託事業はその象徴ではないか。アクアゆ
めクラブは 2006年から指定管理を受託し
ている拠点クラブであるが、その指定管理
事業を継続して行ってきたことから生まれ
た信頼であるとも言える。拠点クラブでは
ないが、石巻スポーツ振興サポートセンタ
ーでの子供のスポーツ環境づくり、なんで
もエンジョイ面瀬クラブでの見廻り隊な
ど、従来の社会インフラ（市町村役場（まち
づくり、コミュニティーづくり）、学校（教
育）、病院・医療機関（健康）、警察・消防（防
犯、安全）、社会福祉団体（弱者支援）など
様々な公共サービスを提供する組織及び団
体を指す）では目の行き届かないサービス
を提供している。こうした活動は、計画され
た、高額の予算を伴うような事業ではない
が、地域スポーツクラブが成せるフットワ
ークの軽い、しがらみのない価値ある活動
といえる。つまり“良かれ”と思われること
を、迅速に決断し、すぐに実行に移せる決断
力と実行力を併せ持つことが、比較的予算
規模の小さい地域スポーツクラブの最大の
利点なのではないかと思われる。いずれに
しても、拠点クラブかどうかは関係なく、
「地域のために、自分達のできることをする
こと」を「日常化」して活動していることが
ベースになっていることに変わりはない。
このことからも価値ある地域スポーツクラ
ブとは、地域の社会インフラの一つとして、
地域のために活動を続けることにより、ソ
ーシャル・キャピタルのいうところである
“信頼に裏打ちされた社会的な絆”を醸成
し、地域の「新しい公共」として存在し続け
ることではないかと思われる。
2．地域スポーツクラブで働く人の役割
当然ではあるが、スポーツクラブである
以上は、そこで働く人自身が、“スポーツが
好き”であることも大切に思われるが、それ
よりももっと大切なことがあると、今回の
インタビューを通して感じた。それは、地域
スポーツクラブというところには、強い継
続意識を持つリーダーが居て（VII 1）、それ
と考えを同じにして支える人が居り（VII
3）、地域の声を大切にして（VII 2）、日々の
活動を継続している（VIII 1）、そんな人た
ちの集まりと言えるのではないか、という
ことである。そして、彼らの活動の一つ一つ
の積み重ねが、地域からの「信頼」に繋がっ
ていくと思われる。そういう意味からも、地
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域スポーツクラブの存在価値の決め手は、
そこで働く人がどのような人で、どのよう
な活動をしているかで決まると言っても過
言ではないと思われる。
3．スポーツが果たす意味
各地域の地域スポーツクラブでは、スポ
ーツに対して、「スポーツはツールである」
としたスポーツ観を持っていた。そして、そ
のスポーツ観を持ってスポーツ活動に取り
組んでいた（VIII 3）。対して、スポーツを
享受する側の立場からすると、「健康維持・
自立」「命を守る」「楽しみ」「生きがい」と
いったことが、今回のインタビューから伺
えた。ホップ・ステップの花釜健康教室に
おいて、参加者がダンベル体操による筋力
アップのおかげで、駅の階段を休まずに登
れるようになった話、震災時に津波に流さ
れながらも消防署の屋根につかまって助か
った話や、車いすの夫を助けた話は、まさに
「健康維持・自立」にとどまらず「命を守る」
ことが「日常化」したスポーツ活動によって
成し遂げられた結果であると思われる。ま
た各地域スポーツクラブが震災から再開し
たきっかけも“地域の声”だった。それは震
災があろうが、どのような状況にあろうが
“スポーツがしたい”という欲求の裏返しで
はないか。そして“スポーツがしたい”理由
は、スポーツが「楽しみ」や「生きがい」に
なり得ている証拠であると感じている。そ
のことは、次のＭ氏の力強い言葉に集約さ
れている。「スポーツはどういう状況にあっ
ても、生活の中で健康や元気づけのために
必要なものだ」
Ⅹ．終わりに
従来、総合型クラブに求められるものと
して「量的発展」と「質的発展」があった。
しかし、今回のインタビューを通して、総合
型クラブには、「量的発展」と「質的発展」の
先の「成熟」が求められるべきではないかと
感じた。ここで言う「成熟」とは、“スポー
ツ活動を「継続」することで、それがやがて
「日常化」したものとなり、その活動を通し
て、地域住民とのふれあいや交流を続ける
ことで「信頼」関係を築き、地域から必要と
される。そんな好循環サイクルを産み出す
地域インフラとして存在する姿”のことを
指す。今回インタビューした４つの地域で
は、そんな「成熟」した姿を垣間見たような
感覚があった。国の今後のクラブ育成の政
策的な課題としても、「発展」の先の「成熟」
を促すような取り組みが必要なのではない
だろうか。今後、「成熟」した総合型クラブ
が、日本全地域に一つでも多く存在するこ
とを願うものである。
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